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A License as Expert of Computer


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　これから、アレックの歩みについて、設立準備から現在に到るまでをご説明致します。
(2)　その前に本校の「アレック」という校名について一言ご説明申し上げます。
(3)　本校の校名の「アレック」は
✔「A License as Expert of Computer」の頭文字をとったものでございます。
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A License as Expert of Computer


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　（スクリーンで「ＡＬＥＣ」のアニメーション）
(2)　それでは、説明に入ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1985(昭和60)年7月10日に、吉田産業 本店 会議室にて『情報処理専門学校設置に関する発起人会』が開かれました。
(2)　学校設置の目的は、この八戸で、高等学校卒業者を対象として、情報処理に関するスペシャリストを育成することでした。
(3)　これが、学校開設に向けてのスタートでした。
✔(4)　同年8月に、青森県に私立学校設置計画書を提出しました。
✔(5)　同年12月には、学校法人名を「学校法人明倫館」、学校名を「専門学校アレックコンピュータ学院」と決定致しました。
✔(6)　そして、1986(昭和61)年3月、私立学校設置計画書が承認され、開校に向けての計画推進にGoサインが出ました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1986(昭和61)年4月には、キャピトル東急にて、学校法人明倫館を設立するための寄付金の募集と、校地・校舎・その他の設備を確保することを目的とした、「財団法人 学校法人明倫館　設立準備財団」の
✔発起人会が開催されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　この発起人会においては、鳩山 威一郎 理事、藤井 裕久（ひろひさ） 理事、藤田 柔吉 理事、吉田 昌平 理事を始め、計13名の方にご出席いただきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1986(昭和61)年6月19日には、校舎建設の、地鎮祭、起工式が行われ、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1986(昭和61)年7月には、かねてから申請しておりました、財団法人　学校法人明倫館　設立準備財団の設立が認可されました。
✔(2)　同年10月には、大蔵大臣(現在の財務大臣)より指定寄付金の指定告示があり、寄付金の募集を開始致しました。
✔(3)　そして、同年12月9日、青森県知事より学校法人及び学校の設置が認可され、16日に登記を終えました。
(4)　写真は、設置が認可された時の書類です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1987(昭和62)年2月26日、校舎の竣工式が行われました。
(2)　これは、竣工式のときの写真でございます。
(3)　秋山皐二郎 市長 始め、吉田昌平 設立代表、藤井裕久 理事 などの皆さんが、テープカットを致しました。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　竣工式の後、八戸グランドパレスにて、約550名の皆様をお招きして、祝賀会が盛大に行われました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　校舎は、鉄骨鉄筋コンクリート8階建て、延べ床面積約2,000平方メートルで、
(2)　近代的なオフィスビルをモデルに設計されました。
(3)　この校舎は、1990(平成2)年に「八戸市　まちの景観功労賞」を受賞しております。



FX I - AF T (198744 8)

e R -FE1BRIAZ Azzx5143%)

L O bt

p— - BB A b i i o .a-wr- - =
BAERPLyIIYE1-F2RAHE AL ! o &
i { N . { ¥ = !

L

o = T2



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1987(昭和62)年4月12日に、長者公民館にて開校式及び第1回入学式が行われ、
(2)　入学者数は143名でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　初代理事長・校長は藤田柔吉先生が就任されました。
(2)　藤田先生は1994(平成6)年3月の退任後も、名誉校長としてお力添えを頂いております。
✔(3)　第2代理事長・校長は堀德郎先生が就任、
✔(4)　その後、2002(平成14)年には、第3代理事長・校長として千葉武先生が就任、
✔(5)　そして、2009(平成21)年には、國分義史が理事長・校長に就任して現在に到っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1988(昭和63)年5月には、社会人のかたを対象とした夜間実用講座を開講しました。
(2)　講座は、ワープロ、表計算、データベースの三コースを設けてスタートしましたが、
(3)　パソコンが一般企業に広く普及したことで、2001(平成13)年にその役割を終え、すべての講座が終了致しました。
(4)　受講者総数は1,287名でありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1989(平成元)年3月11日には、八戸市公民館にて第1回卒業式を行い、124名の卒業生を世に送り出すことができました。
(2)　当時の卒業生は、現在では46歳となり、企業の中堅社員として活躍しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1994(平成6)年7月1日より、校名を変更し、専門学校アレック情報ビジネス学院と致しました。
(2)　変更理由は、時代の進展、地域の産業・ビジネスの実態にあわせて、ビジネス系を強化した学科編成を校名に反映するためです。
(3)　学科編成は、「情報処理科」を「情報システム科」として定員を80名から40名に減らし、逆に、「ＯＡ・ビジネス科経理コース」を「経営ビジネス科」として定員を20名から60名に増やしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　こちらは、1994(平成6)年6月30日付のデーリー東北新聞に掲載になった記事と広告です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　1996(平成8)年3月の卒業生より、専門士の称号が授与されることとなりました。
(2)　専門士の称号は、専門学校卒業生の社会的評価の向上と生涯学習の振興を目的として設けられたもので、これにより、大学3年次への編入学が認められる、また国家資格の受験資格が得られることとなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　2006(平成18)年7月には、本校のホームページが、ＮＴＴユーザ協会から優秀賞を頂きました。
(2)　このホームページは、常に新鮮な情報を高校生に提供するために、立ち上げてから今日まで、毎日、委員が打合せをし、メンテナンスを続けている教職員手作りのホームページです。


I\NFITAME RFRZEER

(2006511 R)
%:I: /ﬁ }it %‘é | :_"-;fﬁa%&}lﬁﬁ&ﬁ:ﬁ&é%i*%

| $&LEE E *ﬁﬂ_t%ﬁo) AFTHE A R OB
Va mly— 171 H” D_t %ﬁﬁ Bf%*x WERESHRRFEOREI DT

PRIBEOA2S BN CHBO B - FROME
= i =_p
%ﬁ: ; E%% |7§|{e*. —|—1|§T Eit%ﬁé**ﬁ KA E DT, B E SRR T,

BELET.

FERERL1 45

C

' 1
% B AFITAHEREE J

‘ FR1IBHE11HLIG6H

ISR |5 ;‘E {,L.l- =
Z? R —

B TLYIEHRE DR R ER 19


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　2006(平成18)年11月には、八戸ＩＴ人材育成特区の認定校となりました。
(2)　これにより、本校は、経済産業省情報処理国家試験の午前試験免除校となり、本番の試験で、学生は、午後の試験だけを受ければよいこととなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　2007(平成19)年6月、校歌が制定されました。
(2)　この校歌は、平成18年の本校同窓会の席上で、吉田昌平設立代表より校歌制定のお話があり、
✔それを受けて藤田柔吉名誉校長が作詞をし、
✔八戸高校などで音楽の先生をしていらっしゃいました佐々木孝男先生が作曲をして生まれたものです。
✔(3)　ご覧頂いている額の歌詞は、吉田昌平設立代表が書いて下さったもので、本校1階のホールに掲示しております。
(4)　それでは、✔1番だけ、女性の独唱で、聞いてください。
　ホームページでは http://www.alec.ac.jp/equipments　の下方にあります。
　直接では　http://www.alec.ac.jp/wp/wp-content/themes/ALEC/common/imgs/equipments/20070921kouka.mp3　を御覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　2009(平成21)年3月には、卒業生が博士号を取得致しました。
(2)　2002(平成14)年にＩＴエンジニア科を卒業した上野秀剛君です。
(3)　彼は、本校卒業後、岩手県立大学 ３年次へ編入学し、
(4)　その後、奈良 先端科学技術 大学院大学で博士号を取得致しました。
(5)　学位論文は「ソフトウェアレビューにおける性能評価のための視線計測と特徴分析」です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2017年２月には、文部科学大臣より「職業実践専門課程」に認定されました。
これは、企業から卒業生に期待される人材を育成する当学院の「教育理念」と一致しており、今後も力を注ぎます。


FRIR

o A (20184 8208E8)

FH 15 2 4 £t
T o=7% 9 A 13 A 22 N
HIRE R~ AH 10N 15 A 25 A
O AEKFIERSEH 15A 15 A 30 A
NFEF 33N 23 A 56 A
AT 67 A 66 A 133 A

o ZREEM (~2018%38) 2,751A
o ZUBEB N (2018%4A208 %) 23 A(& 28 104)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　このように進んでまいりましたアレック情報ビジネス学院ですが、最後に現況についてお話いたします。
(2)　現在、学生数は133人、
(3)　2018(平成30)年3月までの卒業者数は、2,751人、
(4)　教職員は23人です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　主な資格取得状況につきましては、
(2)　経済産業省国家試験　基本情報技術者試験
(3)　日本商工会議所主催　簿記検定2級
(4)　日商ＰＣ検定（Excel）2級
(5)　秘書技能検定準1級
(6)　2級医療事務技能審査試験
(7)　などに挑戦し、難関を突破しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　就職率につきましては、過去5年の平均で92.2％です。
(2)　内定者の内、県内の民間企業へ就職した学生が(88.6%)85％を超えております。地元就職に強い事が解ります。
(3)　次に、主な公務員の合格先につきましては、
(4)　外務省を始め、国土交通省、国税局、青森県、八戸市などの職員に合格しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(1)　以上が本校33年の歩みでございます。ご清聴ありがとうございました。
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